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プルは、北海道大学水産学部練習船おしょろ丸が 2008 年、2013 年の夏季に北部ベーリング海・チャクチ海にてボ




きく異なっていた（0.0—70.0 inds. m-2）ため、密度 4.9 inds. m−2を閾値として閾値以下の地点を低密度地点、閾値
以上の地点を高密度地点とした。低密度地点は Norton Sound および St. Lawrence Island 南部に、高密度地点はチャ
クチ海北部海域周辺に存在していた（Figure 1）。低密度地点と高密度地点の海洋環境を比較した結果、SST・SSS
が低く、dSRT が短い地点でホッキョクダラ密度が高く、逆に SST・SSS が高く、dSRT が長い地点でホッキョク
ダラ密度が低い傾向が見られた（p < 0.05）。水柱の環境には統計的な差はなかったが、高密度地点が存在してい
た地点は Ftemp が低かった（-2.0–0.5 oC）。さらに、ホッキョクダラと海氷の関係を詳しく調べると、dSRT が短
い地点では密度が低く、長い地点では密度が高いという弱い負の相関関係（r=-0.49,p<0.01）がみられた。また、
dSRT が短い地点では全長が小さく、長い地点では全長が大きいという正の相関関係(r = 0.55, p <0.01)もあることが
明らかになった。これらは、ホッキョクダラが開氷直後の海域で孵化していることを示唆している。また、海氷
下で孵化していることから、表層の環境が本種の分布に影響していると推測されてきた。しかしながら、過去の
室内実験の結果より、ホッキョクダラの適水温は 0.5 oC 以下（Sakurai et al. 1998）と言われており、本研究のホッ




Figure 1.  ボンゴネットにより採集されたホッキョクダラ仔魚の分布.a)	2008 年 b)	2013 年.丸の大きさは密度を示す。	
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